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最近のアメリカにおける生活科学分野の大学教育
一一主として被服学関連学科と学科目について一一
広田輝次
New Educational Systems in the Field of“Science of 
Living" in American Colleges. 
一Investigationsin Teaching Programs Concerning Texti1es and Clothing.一
TERUJI HIRQTA 
一一序-- Human Development and Family Studies， Human 
我国における「生活科学」に関する高等教育の歴史は
浅く，戦前においては一応「家政」教育の形で行われて
いたか宮家体制の一環として裁縫，料理など家事技能を
中心としたものであった。戦後新制大学に家政学部が設
置され， 民主々~下での新し い進路を見出 し ， 家庭生活
の諮問題の科学的な研究と教育が行われるようにな守た。
その後設立された家政学会は昭和45年に家政学の意義を
次のように示している。 と家政学は、家庭生活を中心に
してこれと紫色tな関係にある社会事象に延長し、人と環
境との相互作用について人的，物的の両面から研究して
家庭生活の向上と共に人間開発をばかり，人類の幸福t拘
進に貢献する実証的，実践的科学であるu
しかし，実際に日本の家政学の内容は、短期大学 ・四
年詰1)大学ともに種々な形態.異なる段階のものがあり，
被維で新しい時代の要求に充分応える~~ができぬものが
少なくない。我々の属する大阪市立大学の学部も従来の
家政学部の名称を昭和田年度より生活科学部と改めると
ともに，新しい教育，研究体制を大学院に霊点をおいて
大巾にとり入れた。これに先立って著者は昭和49年春よ
り4ヶ月間アメリカの主要な関係大学の現状を視察して，
その持色を篠かめた。
これは日本の家政学が戦後，アメリカのHomeEco・
nomicsの考え方を全面的に導入してその基礎の上に立って
今日に至っているところが多いからでしかも，アメリカ
において最近10年にわたりこの分野の有力大学がその教
育体制を大きく変えてきており， 1973年のアメリカの家
政学会の調査では，学部名または学科名をトIome Eco・
nomicsから改称したものカ味句10'}ふ考慮中のものが14%と
なっている。すでに改名をしたものの中で新しい名弥と
しては， Human Ecology， Human Development， 
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Resource Development， Family Resources， Family 
and Consumer Resource s， Family Consumer Scト
ences， Family Consumer Studies， Consumer Related 
Sciences， Consumer Economics. Home and Commu-
nity Services， Business and Resource Management 
などがあげられており，名称だけでなく学問体系に大改
革を行っている。これら板本的な改革を行ったミ先進的と
な大学以外にもその名称、を変更はしていないが，学問の
体系が従来のホームエコノミクスの域から脱したものも
少なくなp。
アメリカの教育体系に我国のそれが必ずしも一致する
必要はなく ，むしろ西ヨーロ γパあるいは社会主義国の
行き方についても学ぶべきところが多いと考えられるが.
我国の教育ともっと も密接な関係にあったアメ リカの生
活関連の大学の教育体制lの現状を学科目から考察を試み
今後の進路への指標としたい。
今回アメリカで調査を行った主なる大学は，コーネル
大学，ペンシルパニア州立大学，ミシガン州立大学，カ
リフォルニア州立大学(デピス)，アイオア州立大学，カ
ンサス州立大'i久コロラド州立大学.ノースカロライナ州
立大学，パージニア工芸州立大苧などであるが，本編に
おいては前記大学のうち，銀本的な改革を行ったと思わ
れるコーネル，ペンシルノfニア， ミシカ'ン，カリフォル
ニアの四大学について述べることにする。
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図ー 1 調査した主なる大学の所在地
1. Cornel University. 
2. Pennsylvania State U. 
3. Virginia state U. 
4. North Carolina P. T.& state U. 
5. Michigan state U. 
アメリカの家政学の発展
各大学の紹介に入る前に簡単にアメリカにおける Home
Economics の発展を援りかえってみることにする。
1762年によるメイフラワ一号の波米から1783年の独立
を経て1862年に連邦政府のモリル法によるLand-Grand
大学 (州立大学の前身1の設立ま で， 女子の教育の向上
が次第に強調されつ‘あったとしてもほとんど兄るべき
ものはなかった。 Land-Grand大学においては，職業の
ための自由学芸と実践的教育に主眼をおいたので，教育
l立DomesticScience， Domestic Economy Household 
Scienceなどとして出発し，ほとんどが専門職業のための
ものであった。1899年にDomesticScienceの体系化を目
的としてレイクプラシッド会議 (LakePlacid Confer-
ence on Home Economics)が開催され， ここに車新骨し〈
Home Economics'の名称、がとりあげられることになり.
1908年にアメリカ家政学会 (AmericanHome Econo-
mics Association)が結成され， 学問的基礎が出来たとい
える。しかし，主要な教科は衣食住と育児保健など家庭
生活に密着した技術的なものが中心を占めていた。1930
年代になって，アメリカは高度大衆消費時代に入り.
出meEconomicsの専門職業化教育が一般に促進され.家
族関係についての研究がさかんとなった。1940年代に公
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6. lowa state U. 
7. Kansas state U. 
8. Colorado state U. 
9. Cal i f.state U. 
衆衛生，消費者保護，幼児教育，集団給食，管理などの
分野がさらにこれに加わり， 1950年代になるとさらに研
究活動範囲と教育の領域は拡大し，主要学科l主食物，栄
餐，被mt住居，奨学，家庭機械，家庭経営，家庭経済，
児童発達学，家族関係などの分野となり.さらに細分化の
方向を示した。 1959年にはアメリカ家政学会は上記のご
とき細分化，専門化は，研究や教科精成のための便宜的
なものであり，これら主要教科目の総合が必要で主目標
を家庭生活の向上におくことを強調している。1960年代に
入るとアメリカ社会では新しい変化が生じ，都市化問題，
女性の職業への一層の進出，消費経済面の重要性の噌大。
社会福祉の必要性.さらには環境・資源などに関する社
会問題が浮ぴ上り人間生活を近接環境および社会的連環
の上で取上げる総合科学として発展させることが必要と
なった。これらの要望に応えてさきにのべたような指導
的な地位にあるアメリカの主要大学の家政学部か噺しい
学問1本系をもとめて改革を行った。これら大学，学部の
続婆と主要関連学科目を示すことにする。
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コーネル大学ニューヨーク州立ヒューマン
エコロジー学部
(College of Human Ecology) 
本学部はその創立がきわめて古く，アメリカの家政学
の歴史と共に歩んできたといえる。レイク・プラシッド
の会議が始まった翌年1900年にニューヨーク州にあるコ
ーネル大学は，生活科学に関する学科を農学部の中にお
き，これが後に家政学部へと発展した。現在この大学は
文芸学部，建築学部，工学部，経営学部，栄養学部，ホ
テル経営学部1，医学部，看護学部など私立の学部と農学
部，獣医学部，産業労働学部およびヒューマンエコロジ
一学部の州立学部とが共存しており.学部の運営には或る
程度の差があるが.総合大学として一体となってその機
能を果している。上にのべたごとく家政学部としてはき
わめて古い歴史を有するこの学部はさらに他の大学の学
部に先んじて1969年に改革を行い，今日のヒューマンエ
コロジー学部となった。
エコロジー(生態学)は「生物と環境および同じ環境
に生活する他の生物との関係を論ずる学問」であるが，
この槻念を人間に適用し，家庭よりももっと広範囲な環
境の中での人間の発達と幸福の噌進に貢献することを目
指しており， 学科梅成も従来の衣，食.f主，保育，家庭
経営などの専門分野を対象別にえらんだものでなくて，
人間生活の目的，方法に基準をおいて学問の領械をきめ
ることにした。 このため次の五つのMission(使命)を持
つ領減からえらばれた。
(1)人間の社会的，心理的発達に寄与し.生活の改善
向上をはかる領域。
(2) 人間の生理的面，健康のt哲進をはかる領域。
(3) 人間に近接した環境にある物質面の改善向上をは
かる領滅。
(4) 人間の経済的安寧福祉をはかり，消費者としての
活動能力，資源平IJ周を向上させる領域。
(5) 家彪と社会の結合，すなわち地域に貢献するため
の貨と有効性を促進させる領域。
これらの傾域に対応するものとして次の5学科がm成
されている。
① Department of Community Service Education 
(社会奉仕，教育学科)
② Department of Consumer Economics and 
Public Policv 
(消費-1経済と公共政策学科)
③ Department of Design and Environmental 
Analysis 
(デザインと環境分析学科)
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@ Department of Human and Family Studies 
(人間発達と家族研究学科)
⑤ Department of Human Nutrition and Food 
(人体栄養と食物学科)
なお.これら 5学科の外に学科間ユースが設けられこ
れには，次のような教科が提供されている。
• Field Study Planning 
(学外学習計画)
• Issues Seminar: Human Ecology in the Private 
Section. 
(課題演習:個人分野における人間生態学)
• Seasonal Workers: Problems and Programs. 
(季節労働者:問題および計画)
• Partic ipation in Selected Sections of the Human 
Affairs Program 
(入$問題の特定部門への参加)
• Field Experience in Problem Solving. 
(問題解決の学外実演)
• Independent Field Learning 
(自主学外学習)
• Field Learning in the Ecology of the Human Ser-
vice Network. 
(人IUjサービス網の生態学における学外学習)
• Field Learning in the Ecology of the Private 
Section. 
(私的分野の生態学における学外学習)
5学科の内容について述べると，
①社会奉仕 ・教育学科
ここでは教育的，社会的な行動過程とZ善計画 (と くに
日常生活の質的向上を助けるための)に対する分析を中
心課題としている。人聞が近接環境において示す変化の
過程を解析し効果的変化のために新しいプログラムを
計画したり，その実行に参加したり人間に対する刺激を
系統的に分析したりすることができる専門家を養成する。
三つの選択コースがあり，それぞれにおいて家庭科の
教育，人間福祉と社会活動機関および地域計画，消費1
機関での要求に応えうる学生を育成する。
②消費者経済と公共政策学科
当学科の中心課題は、社会における消費者の福祉であ
って，研究，教育，公共サーピスについてのプログラム
は物質的な消費だけでなく，人的問題についても重要で
あることを示している。社会科学の各分野の教授隊l主社
会，経済政策が消費者行動と人間の領祉にどのような影
響を示すかを明らかにする。
本学科lま学部の段階で三つの選択コース，消賞者経済
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学，住宅，および公共政策を提供する。
③ デザインと環境分析学科
ここでは我々の近接環境の物理面での創造と調節に関
して各個人より出発し r皮ふから壁まで，さらにそれを
こえて」広がる近接環境にあって，空間，物質，目的に
よって影響をうける各個人と家族の要求に焦点を集めて
いる。
この学科は自然科学，社会科学，人文科学の三つの分
野から化学，物理学，心理学，社会学，経済学，建築学，
美学，デザインなどの教科によって構成されているので
多様性とともにそれらの相互作用による効果が期待され
ている。
デザイン，自然科学，社会科学にそれぞれ選択科目が
あり，学生はそれらで基礎的な重要知識を得て人間環境
のデザイン的解決に必要な能力を養う ことになる。
④ 人間発達と家族研究学科
人間発達と家族研究のための教育，訓練，研究を行な
う。そのために講義，討論，研究，実験室での観察，学
外実習，自主的な研究~どパラエティーに富む課程があ
る。たとえば，認識の発達，言語と学習，社会と人開発
達，伝統的かっ近代的な形態の家族，幼児・ 児童・青年
および成人， さらには家庭外の人開発達のための諸機関
(例えば託児所，保育園)の考察などである。学科の専
攻者は学士課程ならば研究技術者，精神衛生のためのア
シスタン卜，青年カウンセラーなどの職業につくことが
でき，保育園，幼稚園の先生の資格を得ることができる。
⑤人間栄養と食物学科
専攻課程に関連する領域は次のようである。
(1) 人間栄養とくにライフサイクルの諸段階と種々な
生理的，環境条件のもとでの個人の健康と栄養との
相E関係に重点をおいたものである。
(2) 食品科学すなわち食品の選択，加工，保存，貯蔵，
利用に関するものである。
(3) 栄養学一個人と集団の栄養管理のために必要な栄
養科学，食品科学，経営学の応用に重点をおいてい
る。
卒業生は年令，経f高水準の異なるすべての人間の健康
と栄養のプログラムの系統的な作製，調書E，評価などに
重要な役割を果すことができる。
これらの5学科のうち本報告においては被服に関連し
ているデザインと環境分析学科を中心として，教科内容
についてのべることにする。
デザインと環境分析学科の学科目
三つの分野にわたり次のコースがある。
デザインコース The Design Option 
被 月匝
?
被服材料コース The Materials-Textiles Option 
人悶と社会的要因コース The Human and Social 
Factors Option 
デザインコースは対象物のデザイン，その関連事項お
よび対象物が用いられる空間に興味のある学生のために，
材料，人工的環境のデザインのための人間の要求につい
ての新しい知識と応用を教えている。
産業デザイン，衣服デザイン，室内デザイン，住居デ
ザイン，その他デザイン関係の分野の職業につくことが
できる。
被服材料コースは，繊維その他の材料の化学的，物理
的性質の研究や近接環境についてのこれら材料の利用に
対して機能的，美的な考察を行う。消費者報告，計画，
販売，科学的研究，生産者のためのデータ一分析，教育
の分野における専門家の養成を行っている。
人間と社会要因のコースは現在および計画の環境の分
析を行い，我々が近接環境の人工的な部面をどのように
形成するか，逆にそれらによっていかに影響をうけるか
を知るために，物理学的，社会学的および心理学的要素
の相互作用寺学ぶ。これによってつくことのできる職種
はデザイナー，建築家，室内設計者その他環境分析に関
係する新しい分野での仕事である。たとえば，リハピリ
テーション，子供，病人， 老人のための環境の創造およ
び消費者と生産者の連継のための活動メンバーなどのよ
うな政府機関の仕事である。
以上三つのコースはいずれも創造力，芸術的判断，分
析思考，問題解決能力などを発達させるように計画され
ている。たと・えば次のような課題を設定して，美的，機
能的，経済的な条件について学ぶことになっている。
・限定空間におけるデザイン
・衣服・家具，設備の材料の選択
・作業， レクレーションにおける清潔，快適，静かさ
の維持
・家屋の汚れ防止
・色・光，材質の関係
・空間と心理的・機能的条件の視覚的関係
ニの学科で従供される専門科目は表ー1のようである。
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表-1 関係学科 目
デザイン領後
Work shops in Elementary Clothing Construction 
(革箆的被服構成減智}
Deisgn Fundamentals 1 
(島礎デザイン 1) 
Design Fundamentals Il 
(法礎デザイン11)
Design I Form， Structure and Space 
(デザイン11:形体.情iti. ~nn) 
Design N Design Procedures 
{デザインw:デザイン過打}
Theory of Design 
(デザインJ')!_ii(i)
Drawing 
(製肉)
Des ign Dra wing 
{デザイノ製閃)
Drawing the Clothed Figure 
(，fIJ日体的指写}
Apparel Design 1 
(服装デザイン 1) 
Apparel Design Il Problems in Apparel Design 
級王主デザイ :'-1 服?をデザインにおける問題.市，)
Apparel Design I Design Approaches 
(廠裳デザイン11:デザインア・アローチ)
Apparel Design N : Theory of Functional Clothing 
(服装デザイノw: 機tJ~的被服J')!_ofi )
Apparal Design V : Product Development and 
Presentation 
(服装デザインv 製品開発と紹介)
Hestoric Design 1 : Furniture and Interior Design 
(臆史的デザイン.現代的デザイン)
Fundementals of Interior Design for Nonmajors 
{否専攻者のための峰鎚平内デザイ ン)
Desin Weaving 
{デザインー織り物)
Design Introductory Textile Printing 
(デザイン:紹介的純物プり ント)
Intermediate Textile Design : Silk Screen Printing 
(荷予テキスタイルデザイ ン・ンルクス 7'Jー ン僚染)
Graphic Design 
(グラフイメクデザイ ン}
Residential Design 
(住宅デザイン}
Intcrior Space Planning 1， I， l， 
{主内空間プラ ンニング1. 1. 1 
Form Study ・Clay
(形体学習 帖ー 1:1
History of Costumc 
(服装史)
Product Des ign 1， I， 
(製造デザイン 1. 1 1 
環境分析領域
Textile Materials 
{嵐維村科)
Materials 
(材料)
Environmental Analysis Human and Social 
Factors 
(環tJl;分析人間とfl会(J'iJ!f:!CI
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Environmental Analysis Person， Activcity， 
Space. 
(環境分析'人体. 活動.~問)
Environmental Psychology Perspectives and 
Methods 
(環境心E事f件:眺望とJj法)
Design Methods Planning Strategies 
(デザイン)j法:~~i 技術)
Science for Consumer 
{消t者のためのH学)
Textile Materials Characterezation and Proper-
tles 
(繊維材料・4陸維締法と性能}
Alternate Learning Environments 
(環続的交互学科)
Household Equipment Principles 
(家経管罵湾省}
Residential Environments : The 8ehavioral 8asic 
for Design Decisions 
(住居環境・デザイン決定のための行動理論)
Consumer 8ehavior 
( i肖n~可i行動}
The Textile and Apparel Industries 
(繊維・服裳，!):史}
Textile Chemistry 
(犠雑化学)
Textile in Fashion and Function 
( ilt行と機能に I~lする繊維製品)
Psycho logy of the Near Environment 
(i!i:按環境内心政学)
Social Psycholagy of the Near Environment 
(i!i:篠環境内社会心姥学者)
Research Practicum in Environmental Psychology 
{環境心理学的研究万法)
-Activity..Environment Relationohips 
{人体一泊動-lU嶋の関係)
Instrumental Analysis 
(機械分析)
Phy s ica 1 Sc ience in the Home 
(家嵯における1'1然科学)
Advanccd Textile Chemistry 
(高等機械化'下)
Textile in the Near Environment 
(j!i:按寝境における繊維製品)
共通領域
Special Studies for Undergraduates 
etfl生のた向的特別研究)
Junior Honors Seminar 
(三年生町才一十一ズセミナー)
Special Problems for Graduate Students 
{大・下院生のための符別問題)
Honors Rcasearch Practicum 
(オーナーズリ サーチ:JfMI
Masters Thesis and Research 
(修上高文と研究)
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学科の特徴
ごの学科の学科目構成は人間と物理的環境およびこの
両者の関係をシステムとして取扱う三つの専攻のうち，
デザイン専攻においては環境のデザインに対する人間の
諸要求をこれに用いる材料のいろいろな特性を考慮に入
れながら，生態学的な方法に基づいて行うようにされて
いる。
繊維材料専攻では物理的環境の重要な構成成分として
の材料について，自然科学的な立場から研究，教育を行
うようになっているの
人間と社会要因の専攻では物理的環境と人間の相互関
係を社会科学的に追究することを目指している。
この学科の専攻科目は全部で77'1あり，うちデザイン領
域のものが32，環境分析領域のものカ:37，残りが共通科
目である。
デザイン領域については各種デザインについてそれぞ
れ教科を設けて，各専門のデザインの養成を考慮してい
る。基礎デザイン I-illはデザインの一般的，基礎的学
習，服装デザイン I-Vはと くにドレーピングとパター
ンの学習に重点、をおいた服装全般，またデザイン史1-
Eは原始から現代にいたる家具と室内のデザインの変遷
など基礎的.理論的なものから， テキスタイルデザイン
1. Iはシルクスクリーンプリン卜が主な学習の対象と
なっており，他にもグラフイックデザイン，住宅デザイ
ン，プロダクトデザイン，室内空間設計!-I1Iなど
実験的なものまで，きわめて広範囲にわたる教育が行
われている。
一方，環境分析領域では，まず人間と物理的環境につ
いての社会学的，心理学的分析を行うために次のよう
な独自の教科目が設けられているのが特色といえる。
環境分析学， 環境心理学，近接環境の心理学，近接環
境の社会心理学，人間ー活動一環境関係学，環境認識学
などである。
本学科は空間的領域としては住居と被服が主になって
おり，被服関連学科と見ることができるが，単に従来よ
り領域を拡げたというのではなくて全く 新しい立場より，
人間と物理的環境の相互関係の分析に護点をおいて構成
されているところに特色があり， アメリカの他の大学の
それと比較しでも きわめてユニークな学科ということが
できる。しかし、デザインと分析の二つをどのようにむ
すびつけていくかは今後の重要な課題であると考えられ
る。
sIi! 
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学
ペンシルパニア州立大学人開発達学部
(College of Human Development) 
この大学はこの外に文芸，農学，経営学，理学，教育，
工学，体育などの学部を有する有力な総合大学であるが，
その中に従来あった家政学部は1966年に現在の学部名に
改称するとともに研究，教育の面において大改革を行い，
アメリカの家政学の新しい方向への出発の先駆をなした。
改革の目標としては人間開発にある。しかし，単なる
能力開発に止まるのではなくて，生物学的，心理学的，
社会学的に広い視野に立って行うことを意味している。
言いかえれば，自然科学，社会科学の分野における基礎
学聞を駆使して人間生活を向上させるために，主として
人間能力を拡張させることを目標としているといえる。
具体的には， 子供の発達，青年，老人問題と家族関係
の改善，社会開発，健康管理，精神衛生，消費者問題，
施設の管理，都市と地方のシステム計画などを人間と環
境の関係の向上のための方法を開発することである。
学部は，次の4学科を有しその中に専攻が含まれてい
る。
表-2 学科と専攻諜程
① Division of Biological Health 
(生物学的保健学科)
A. Maj or in Biological Health 
(生物学的保健学専攻課程)
a. option in Health Planning and Adminisト
rat10n 
(保健計画と管理学選択コース)
b. option in Nutrition 
(栄養学選択コ-A)
B. Major in Nurs ing 
mi通学専門課位)
② Division of Community Development 
(社会開発学科)
A. Major in Community Development 
(社会開発ザ:ι和主謀位)
B. Major in Law Enforcement and Correction 
(法的施行および補iE学専攻凍位)
③ Division of !ndividual and Family Studies 
(納入および家族研究すL科)
A. Major in lndividual and Famil y Studies 
(個人必よぴ家族研究専攻課程)
a. option in lndividual Development 
(個人発達学選択コース )
b. option in Fa国lyStudies 
(家庭研究学選択コース)
④ Division of Man-Environment Relations 
(人間一環境関係苧科)
A. Major in Man-Environment Relations 
(人1M)一環境関係学専攻課程)
B. Major in Food Service and Hous ing 
Administration 
(食品サービスおよび住宅管埠
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これら 4学科の概要をのべる。
1.生物学的保健学科
保健上のサーピスを計画，問題の解決に必要な専門家
を養成する。そのために正しい生物学的立場より環境に
対する認識を持つよう基礎的，応用的研究を通して学生
を教育する。
栄養学選択コース・個人と集団の栄養状態を改善する
ため，集団栄養学 (ComunityNutrition)と医療食品学
(Medical Dietetics)のいずれかを専門として学ぶ。
保健計画と管理学選択コース・人間発達と人間サーピ
スシステムへの理解を与え，各種サービスの計画，調節，
評価するための方法，技術について学ぶ。
看護学専攻課程
健康管理，治療のための看護の実際的な訓練を与える。
学士修得者は公認看護婦試験を受験する資格が与えられ
る。
2. 社会開発室長・科
社会機梅の継続的調査，社会改善，社会的なサービス
活動に重点をおいて教育が行われる。
社会開発学専攻課程
社会のシステム分析，計画と計画の評価@各種問題の
評定，分析と解決，社会変化，などについて社会科学的
基礎にそ って学外の諸機関での実習を通じて研究と職業
訓練を行うの
3.個人および家族研究学科
個人と家族の問題についての分析，解決のための個人
的相談，個人と家族の発達を促進するプログラムの計画，
公的なサーピスシステムの研究などを目的と して，次の
2の選択コースを提供している。
1 )，個人発達学選択コース
2 ).家族研究学選択コース
4. 人間一環境関係学科
人間発達に対する人工的環境の影特.個人及び集問の
生活目標を進めるための環境の整備と管理，環境の諸問
題と校術に関するもので.専攻lま次のように分れる。
(1)人間一環境関係学専攻
人間行動と社会桃造に対する人工的環境の影響.個人
及び集凶の妥求を維持するための物的な システムの最磁波
と利用に必要な技術に重点をおいでいる。これらは人工
的な環境の計画や維持のための碁礎となるもので.被Jll
など個人的空間から{主'ちなどのシステムに及ぶ各段階の
関係をI}jらかにすることを目的としでいる。次に示す四
つの分里子の一つを選択することになっている。
1)郎市及び地方の環境プラン.日)環境計幽と符理.
m)被fls.研究.N)環境一行動の科学
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(2) 食品サーピスと住宅管理学専攻
食品サービスと住宅産業における専門家養成を重視し
ている。人間発達のための基礎知識とともに胞設の管理.
行政に必要なことがらを与え る内このため.二つの重
点コース.管母栄養学とサービス管理:学が設けられてい
る。
これらのうち.被服学に沿も関係の深い人間一環境関
係学専攻の専門科目を示すと次表のようである。
表-3 人間一環境関係の専門科目
Introduction to Man-Environment Re lations 
(人間関係環境概論)
Issues in Man-Environment Relations 
(人間一環境関係の点題)
Costume， Culture， and Fashion (服装.文化.流行)
Fantcional Clothing Design (機能的被服デザイン)
Historic Development of Textiles 
(テキスタ イルの歴史的発達)
Principles of Clothing 1 (被服理諸1) 
Princ iples of Clothing I (彼般理誼1)
CJothing Construction (被服構成)
Introduction 10 Housing (住民ー 概諭)
Elementary Textiles (初等テキスタイル)
8ehavioral Aspects of Man-Environment Relations 
1 . I 
(人間と環岐関係の動的考察111)
Analystic Methods in Man-Environment Relations 
1 . I 
(人I:JJ-環境関係町分析法1.11)
Man-Environment ReJations Laboratory 1 II 
(人前l一環境関係の実験 IlIlIl)
Problems in Man-Environment Relations 
(人間一環境関係の問題点)
Intermediate Textiles 
(中世のテキスタイル)
Dimensions of Clothing Behavior 
(被服行動的範関)
Western Costume DeveJopment fromthe Renaissance 
to the Present 
(ルネッサンス捌から現代まで町西洋服装史)
Housing Space Related to Living Patterns 
(生活形体と関連した住凶宅問}
Housing Problems and Policies 
({主毛問題と政策)
これらの'戸科Hを通して人間一環筑関係学の特徴を見
ると.従来これらの分野の研究あるいは教育は.人間の
Iftl]と環境の側と日IJ身に行われてき ていたが.両者の関
係に焦点、をしぼηその問の法則や原理を追究し.人間環
I克の改善.創造に役立たせることを目標としている。
資源.公害.生i討議式の変化など多機.線維な問題を
多く抱えている今日.時代の要請に応えたん・向をこの分
野に求めていることがわかる。なお.本学科は内容的に分
類すると人間一環境関係の課題，動的f!;察，分析il，実
験と実子守などに分れるが.分析的な学曾，問題解明の:手-
F号などに重点、をおいていることが特色といえる。
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ミシガン州立大学 ヒューマンエコロジー学部
(College of Human Ecology) 
この大学は文芸学部，農学部，経営学部.公共福祉学部.
コミニケーション学部，教育学部.工学部 i吠医学部な
ど総合大学として大きい組織を持っているが、ヒュー
マンエコロジー学部はこの中でも最も古い学部の一つで
あり，家政学部の名称を1970年に現在の名称に改めると
ともに学部機成に大改革を行った。その名称、に示される
ように生態学的に人間生活をとらえようとするもので，
個人と家族問の関係と環境の維持のためのプログラムを
とりあげている。教育，研究，サービスを通じて家族の
生活の質を改善することに役立つことを学部の目標とし
ている。
本学部は次の四つの学科より構成されている。
要望-4 ミンガン大学，学科と専攻
① Department of Family and Child Sciences 
(家族と児麓科学科)
A. Child Development and Teaching major 
(児童発達と教育学専攻課経)
② Department of Family Ecology 
(家族生態学科)
A. Home Economics with Comminication major 
(情報と家政学科)
B. Community Services major 
{コ ミュエティサー ビス専攻諜程)
C. Home Economics Education major 
(家庭科教育学専攻課程)
D. General Home Economics major 
(一般家政学専攻課程)
③ Department of Food Sc i ence and Human 
(食品科学と人体栄養学科)
Food Science 
Human Nutrition and Foods 
A. Dietetics major 
(栄養学専攻課程)
B. Food major 
(研究専攻課程)
C. Rerearch major 
(研究専攻課程)
④ Depart皿 ntof Human Enviropment and Des ign 
(人間関係とデザイン学科)
A. Clothing and Textiles major 
(怯服学専攻諜縫)
B. Retailing of Clothing and Textiles major 
(彼服販売学専攻譲住)
C. Human Environment major 
(人間環境とデザイ ン学専攻諜将)
D. Interior Design major 
(烹l勾デザイン専攻課程)
被 s!l 
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これら四学科の教育の概要を示すと，
1.家族と児童科学科
胎児期より青年期まで偶人の発達とこれに対する教育
に関するものと家庭の機造と機能の理解に関係する分野
が含まれる。
2.家族生態学科
人と家族とその近接環境の相E関係が満たされるため，
生態系としての家族の研究と環境の理解をはかる一般的，
専門的教育を行う。
3.食品科学および人体栄養学科
食品科学分野
化学，生物，生化学，栄養学，数学，物理学，工学な
とーの食品への応用で，食品加工施設の運営のための人材
を養成することに重点をおいている。
栄養と食品の分野
人体機能に対する基礎的生活維持システムを明らかに
する。基礎科学の健康増進への応、用とと もに，健康と成
長の社会心理学的関係について追究することも強調され
でいる。
4.人間環境とデザイン学科
近接環境の人工的な側面，環境の中の人間生活の相互
依存と相関性，近接環境の中の資源の利用に重点をおい
て，教育によって被服の生産と販売，住居と室内デザイ
ンの分野の専門的訓練を行っている。この中に，四つの
専攻を設けている。
被服学専攻
自然科学，社会科学，美学の三つの分野のいずれかに
重点をおいて自由に学習のプログラムを幸旦むことができ
る。ビジネス，情報，研究，社会サービスでの活動のた
めの準備がなされる。
被服販売学専攻
ファッション部門での販売と宣伝の地位を得るために
必要な専門科目が提供されている。広報，販売促進，消
費者教育，フ 7. ;ション関係の職業教育もなされる。
人間環境とデザイン専攻
家族とその近接環境の相互関係の解明のための生態学
的研究を行い，人間の物理環境である被服， t主居を中心
としてデザインと商品化，人間生活との関連などをしら
ペる。
室内デザイン専攻
近接環境として室内のデザインを計画，設計，実際的
方法などについてしらべる。
これらの各学科の教科目のうち.と くに人間環境とデ
ザイン学科のプログラムを示すと次のようである。
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表-5 人間環境とデザイン学科の学科目
Design for Living 1. 2 
t生活のためのデザ4ン1. 2) 
Principles of Clothing Constauction (彼服締成理諭}
Textiles for Consumers (消費名ーのための繊維製品)
Contemporary Retail Community (現代版令官組織)
Selected Non Textile and Apparel Merchandise 
(符定〆ンテキスタイル及び服装販売)
Environment Design Space. color and Textile 
(環境デザイン:空間.色彩.素材)
Environmental Design : Space. Color and 1￥xture・
Laboratorv (i黒崎デザイー ン ・2附 ・色彩.紫材一実験)
Synthesis of Environmental Design Elements 
{環境デザイン要素的総合)
Synthesis of EIlvironmental Design Elements-
Laboratory ( I:~己実験)
Interior Space Design ( ~\~IHIデザイン)
Interior Color and Texture Design 
{宅内向色彩と素材のデザイン)
Basic Interior Design Synthesis 
(接槌的インテリアデザイン総合}
History of lnterior Design Ancient to Medieual 
(宅内デザイン史: ~， ft- 中世)
Experimental Clothing Contsruction (彼服情成繍潤}
Contempora ry Fastion Ana Iys is 
(現代7 .， -'/::/:1ン分析)
Servey of World Dress (世界の服装の慨飢)
肘lerchandising Apparal and Home Furnishing 
Accesrories (服裳及び家具調皮肉商品)
Clothing and Textiles Production and Distribution 
(彼服裂品の生町と流通)
Interior Design Material and Workroom Practices 
(引内デザイン材料と実演)
Interior Lighting Design (宅内照明デザイン)
Interior Perspective and Media 
(屯l勾i孟悦図と〆 ディ 7)
Interior Design Problems (前内デザインのPJlfll点)
HiSlory of lnterior Design '"伝dieva 1 to Rococo 
宅内デザイン向島史:中iH:-ロココ)
Human Needs in Housing 
(住凶における人間要求)
Design lllus tration (デザインイラストレーンョン)
Design Analysis (デザイン分f庁)
Textile Design テキス7イルデザイン)
Field Study in Family Housing(家屋における野外学宵)
Des ign by Draping (ドレーピングによるデザイン)
Speeial Problems in Clothing 
(悦服における符保問題)
Textiles within Ealagical Framework 
(生態学的被念における綴維製品
Textiles Ecomon ics (敏維製品的経済学)
History of Apparel Textiles (染織史)
Clothing and Textiles in World Trade 
{世界貿易における純服と製品
History of Costume Western Dress 
{服?を史 ・丙i干のIIIll企)
Problems in Human Envi ronment and Des ign 
(人間環境とデザインにおけるr，ll点)
Field Study 学外'{':..刊)
Craft 民signwith Meaterials 
(1:2; :マテ リアルによ るデザイン)
Advanced Textiles (高等テキスタイル)
Textiles Laboratory (テキスタイル実験)
Weaving (織物)
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Field Study Retail Operations 
(校外災智.小売機関)
Special Problems in Retailing Field Work 
{版必'長宵におけるf.'if;車問題)
Exploration of the Textile and Apparel lndustries 
(厳錐:I被裳産業踏先)
Professional Practices-Interior Design 
(常内デザイン町職業的訓練)
lnterior Design-Contract 
(宅内デザインー契約)
Interior Design -Residential 
(怒内デザイン住宅)
Three Dimensional Slructure and Construction 
(て次元締造と飢餓)
Aduanced Design Problems 
(苅事デザイン問題}
History of Interior Design-Rococo through ViclOria 
(喰内意匠史ーロココーピクト リ7)
History of Interior Design-Modern 
(前内j!:匠史ー近代)
Man and His Shelter (人unとすまい)
Culture， Society and Dress 
(文化.社会.服装)
Psychology of Clolthing (被IR心理学)
なお，生態学的な考え方をす、めるための中心科目と
して， 次のようなものがある。
Man in his near environment近接環境における人
開
Management and design making in the family家
庭における経営と設計
Contemporary issues in human ecology人間生態
学の現代的課題
被)j~学の中心科H としては，生活のためのデザイン ，
消費者のための繊維製品，現代フ 7 "1ション分析の三つ
をあげることができる。
。用者または消賞者の立幼よりの被服の研究を重視し
でいる。
この他.住居における人間要求，人間とすまい，被服
心理学.生態学的概念のテキスタイルなども生態学的研究
・教育の方向を示す重要な学科目といえる。被RIl.住居
に対する現状あるいは墜史的分析を試みる科目として，
インテリアデザインの歴史.現代ファッション分析，世
界のJll袋の概観などが多いことも符色といえる。学科目
を概観すると自然科学系のものより社会，人文科学系の
ものが多いことがいえる。また，実際的な教科や実習な
どが数多く広範囲にわたって提供されていることも注目
すべきところである。
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カリフォルニア州立大学.学環境科学郵
(Colege of Agricultual and Environmental 
Science) 
カルフォルニア州立大学では，生活科学あるいは家政
学に関する学部が独立して設置Eされていないで，農学環
境科学部の中に含まれている。学部.も主要学部のあるパ
ークレイより離れてサクラメントの近くのデピスにある。
家政学の発展の歴史のところでのべたようにこの学部
の家政学のほとんどが初めは農学部のー構成として出発
し，後に独立しているものが多いが本学部はこの初め
の頃の精成を形式的にはそのま、残しているといえる。
しかし，現花この農学部は食物，繊維など天然の生活物
質の生産だけでなく，はるかに広範囲なものを学問分野
に含むことを目指している。その領主義を人間行動を主体
として人と人をとりまく自然環境，物理的環境の相互作
用について考え，人間と家族および共同体への自然科学，
社会科学的な適応をはかる環境科学としてとらえている。
その範囲は土地から農場，家庭はもとより都市に及ん
でいる。教育目的1<1:，資源管理，耕作と牧畜経営，商業
活動，教育，資源保護と改造について家庭との共同体と
して，生物学的，物理学的，社会科学的に適応させるこ
とにある。また，技術的発達と問機に社会問題が重要な
課題とされている。最終目的は技術にあるのではなくて，
技術によって人間の問題を如何に発展させるかを考えて
いる。このような保で本学部の教育1;:，生活科学或いは
家政学を独立させずに農学と結合させたま、で行ってい
る点が，一つの新しい方向を示しているといえる。
学科の構成
学部1;1:次の5つの分野.Divisionに分けられ.40以上
のコースから構成されている。
これらは褒-6に示す。
これらの各専攻のうち，生活科学あるいは従来の家政
学に関連あるものについての教科内容の概要を示すと次
のようである。
家政学専攻課程
人文科学，生物学，物理学，社会科学の専門科目の学
習を通じて職業人としてのホームエコノミストを養成す
るための基礎科目を提供している。プログラム1;1:.小児
の発途，食品，栄養，被服の基礎理論と家族関係消費科
学についての広い分野が含まれる。
被級学専攻課程
被服についての化学的.物理的性質とこれらの利用，
織縫製品の取扱い方. デザイン及ひ・経済面に関連した
ことがらを 2つのコースに分かれて教育する。Consumer
Textilesは，被服の社会科学函を強調し.Textile Sci-
sIl 
(50) 
学
encelま被服材料に関連した科学的理論函に重点をおいて
いる。
小児の発達学専攻課程
知能のおくれた小児，身体障害児を含む一般小児につ
いて観察を行い，それらの子供とその家族， さらに共同
体の相互関係について学習する。
デザイン専攻課程
テキスタイル，彼自~.グラフィ "J ク，インテリアとそ
れらの環境関係に重きをおいている。
学科目の詳細については本報告では省略する。
雪量-6 宇都のDivisionとコース
① Divis ion of Agriclturd Sc ience 
(農薬科学科)
A. Agricultural Economics and Behavioral 
Science (農業経済と行動怜学専攻a位)
B. Major in Ag'ricultural Education 
(農業教文専攻諜位)
C. Major in Applied Behavioral Science 
(Ie:.'司行動科学専攻凍位}
D. Major in Child Developrment u供の発達学専攻調紅)
E. Major in Design (デザイン専攻ぷ位)
F. Major in Development， Resource. Consumer 
Economics (発達.資源.消費者Ui商学専攻課程)
主なるコース
Agrarian Studies 
Agricutural Economics and susinese management 
Agricultural Education 
The Agricultural Science and Management 
Applied Behavioral Science 
Atomospheric Science 
Avian Sc ience 
siochemistry 
Biological Sciences 
Child Development 
The Community Nutrition 
Consumer Food Science 
The Crop Protection 
Design 
Development. Resource and Comsuner Economics 
Dietetics 
Entomology 
The Envil'onmental Planning and Manegement 
The Fermentation Science 
Food siochemistry 
Food Science 
Food Service Management 
The Genetics 
The Home Economics 
The International Agricutural 
Deyelopment 
The Nutriltin Scicnce 
The Phys io logy 
The Plant Science 
Preforertry 
Preventerinary Medicine 
Range and Wild and Science 
The Renewable Natural Resources 
Soil and Water Science 
The Textiles 
The Wild life and Fisheries Biology 
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1.アメリカの生活科学において，被服に関係する分野
がどのような位置を占めているかを調べるために1974年
アメリカの大学を訪ねて調査を行った。その中.有力
な四大学の学部ーコーネ1レ大学およびミシガン州立大
学のHumanEcology学部，ペンシルベニア州立大学
のHumanDevelopment学部およびカルフォルニア付|
立大学の農学および環境科学部において.学部の組織
と被服に関連する学科および学科目がどのようである
かについて報告した。
2.上記調査の結果，明らかにされたことは次のようで
ある。
(a) 学科の権成は従来の家政学部におけるように衣，
食，住といった研究あるいは教育対象別にその分野
を分けずに，生活向上の目的あるいはそのための方
法などによって11"っている。
(b)被服学は単独に学問の分野を新しい学科組織の中
にとることはなく ，多くは住居学と共に近接環境科
学として，自然科学，社会科学にまたがる形をとっ
ている。
(c) したがって，新しい学科の中邸設において，被服に
関連する学科目は，近接環境科学，デザイン，社会
科学などの分野を含むことになり，その種類は非常
に噌えている。このように拡散した多くの科目を一
つの焦点に集中させることは，容易でないと考えら
れる。
(d)各学科目の境界領域の学科目が数多くあるために
作学科が互に連けいを持つことができるように
なっており，総合科学としての生活科学の教育にと
って重要なことであると思われる。
3.アメリカにおける新しい生活科学は出発して日も
浅く ，多くの問題点をか、えているがそのあり方につ
いでは見るべきものが多く，その発展が期待される。
(51) 
謝 辞
この調貨にあたり多くの使宣を与えられたコーネル大
学ヒューマンエコロジー学部長.Prof， David C. Knapp， 
デザイン環境分析学科長， Prof， Joseph Carre ioおよ
びProf，V. Whiteさらに調査資料の全般的な翻訳と懲
理にあたった坂口文代，鳥谷ふみ両君，図表等の作製に
協力された千7~武男技術貝に対 し謝意を表わします。
参考文献
American Universities and Colleges: American 
Council on Education (1973) 
佐渡谷重信・アメリカ大学総覧研究社(1965)
松島千代野:家政学原論集成 (1974)
Cornell University: New York State College of 
Human Ecology Course Des-
cription (1974-5) 
Cornell University: New York State College of Hu-
man Ecology. 
Pennsylvania State Univ: The Pennsylvania State 
University Bulletin. 
Michigan State Univ: The Michigan State Univ. 
Catalog. 
California S凶 teUniv: The California State Univ 
Catalog. 
Bishop MA: His tory of Cornell (1962) Cornell 
Univ. Press. 
Michigan State Univ: The Lifelong University. 
A Report to the President. 
(1973) 
Home Economics Units in Higher Education. A 
Oecade of Change: Journal of Home Economics. 
May (1974) 
Michigan State Univ: From Home Economics to 
Human Ecology. 
- 86- 被 nfl 学
Summary 
1 . 1 made researches in the department s of textiles and clothing to investigate what position they occupy 
in each of the four leading Colleges， College of Human Ecology in Cornell university， Michigan state 
university， College of Human Development in Pennsylvania state Univessity and College of Agricultural 
& Environmental Science. 1 visited them in 1974 paying attention to the following three aspects， the slruc-
ture of colleges， departments relating 10 textiles and clothing and their curriculums. 
2. As a result the following facts have been made clear: 
(a) The str"，cture of departments was based not on differentiated objects such as clothing， food， housing， 
etc. but on the purposes and methods to improve living. 
(b) The new departments relating to textiles and clothing cover the two fields of natural science and 
social science as part of near-environment， together with the science of housing. 
(c) The curriculum concerning textiles and clothing now include the science of near-environment， design 
and social sciences. They have a great deal of variety. Therefore it seems difficult to concentrate the 
scattered subjects. 
(d) Since there is a large number of inter-departmental curriculums， the corelation of departments are 
being promoted. 
3. The new、ciencesof living" in the United States are still developing with problems yet to be solved 
though with much expectation. 
(52) 
